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巧の SI を 



フィルムを入れ裏ぶたを閑にま メインスイッチを日 N にします。 ファインダーをのぞき、レンズを 

す。 （フラッシュは自動的にスイングズーミングして画角をミ夫めます。 

アップします。） 


■ぷ BP 剛目圓 ■ 


シャッターボタンを押して撮影しフィルムが終わると自動的に巻き裏ぶたを開けフィルムを取り出し 
ます。暗いときはフラッシュ撮影戻されます。 ます。 

に自動切替え。 





















ストラップのか间け s 
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^ f ^责示パネル 合百の二み 
























パネル表示が複雑で覚えるのが大変という方へ 

このカメラは、高級一眼レフあるいはそれお上に意図的な応用撮影のできるを機能タイプで、6つの切替え 
ボタンによる多数のモードが設定されています。 

しかもこの撮影表示パネルには、すべての撮影情報と様々な機能の表示が集中しています。 

しかし普通に撮影する際の情報としては、このうちの S (単写)指示マーク-一帳撮影モード表示-まぶた開 
巧指示マーク-フィルム枚数計■電おマーク-フィルム給送マーク-フィルム巻き取 y マーク■才ートデー 
卜-パトローネマークを チェック してください。 

パネル表示が複雑で覚えるのが大変という方は、まず「一般撮影」編をお読みになり、一般撮影をしてくだ 
さい。そして応用的な t 最影をお望みの場合に、それぞれの項目をお読みになれば、自然にこのカメラをマス 
ターすることができます。 
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. まず由严の巧註をしましょう 入っています。 



1) メインスイッチ©をスライドし 
て電源加!にします。（フラッシュ 
〇がスイングアップします。） 
次の確認をして〈ださい。 

* ち源 OFF にするには… 

フラッシュを閉じます。 


使巧電池は、リチウム電あ (2 CR 5 : 6 V ) 
1コで、すべての機構を作動させます。 



2) 撮影表示パネルの電池マーク® 
が点灯して、黒〈なっていれば 
電池は 0 K です。 

* 撮影表示パネルには、このほか 
⑤ G フィルム巧数計） 

◎ 夕 AUTO (-般撮影モード） 

◎ 5(単写）を指示する*指標 
①才ートデートの日付、時刻 
が.点灯しています。 


I 今口づなこみ日 

OK ゃゃ を;冷 作#) 
巧巧 時巧 停止 


電池交換の時期 

電池が消耗すると、まず電池マー 
ク媒が1/2白くなり、次いで点滅を 
始めます。電池マークの点滅は電 
池交換を指示する信号ですから、 
点麻をおめたらすぐに同じタイプ 
の新しい電池と交換してくださ 
い。電池がさらに消持して電池マ 
ークが白くなると、すべての作動 
が停止します。 







フイルム巧 f について 
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フイルムを I れてくださ 
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に角 40mm ま遠 SOrnm 

同じ位置から撮影 

参遠いものをひきつけて大きく写 •広角レンズで写したら、もう1 
すには、望遠が適します。 枚同に場所から望遠レンズで写 

参望遠で近接して写せば、マクロ してお〈と、いつそう写真を楽 

撮影ができます。 しのます。 


•狭い場所での集合人物や、頂囲 
の環境を入れたいスナップ t 最影 
などには、広角が適します。 


巧お巧巧フレーム- 

このフレームの節囲巧が実瞭に写ります。 

巧を巧正マーク - 

至近距雜 0.6 ri の撮影のときは、このマークの巧 
側が写る節囲になります。 


ホートフ jj —カスクレーム - 

ピントを合わせたい被写なをこのフレームに完 

全におおうように入れて撮影します。 

ち側の.ち丸は近を撮影時のフレーム位置です。 


ファインダーち率： 

ズームレンズの画角変化に連動して、ファイン 
ダーの倍率が変わり、どの焦点距難を使巧する 
場合も、ファインダーにちえるまま写ります。 



•ソーンフナーカススランプ (A «と出） 

( AE/AF □ックおよぴ近距雜晝ま） 

点な：正し〈撮影できるときは、シャッターボ 
タンを半巧ししたとき、ランプの一つが 
点なします。マークじよっておよその距 
離がわかります。このときフォーカスも 
AE もロックされます。 

点な：被写体が 0.6 m よりぶすぎてピントが合わ 
ないとき、シャッターボタンキ巧しで* 
ランプが点巧して警をし、シャッターが 
ロックされます。 

•フラッシュランプ （>) 

(フラッシュ切替えとほ輝度警告） 

ぶな：暗いときや逆光のようじ中央の暗い被写 
体では、シャッターボタン半押しで > ラ 
ンプが,ちなしフラッシュ撮影に切替わり 
ます。 

フラッシュ ON モードけ ON ) では、シャッ 
夕ーボタンキ巧しで常時 > ランプが.ち 
巧。フラッシュ巧電中はシャッターボタ 
ンに関おなく点灯し、充電完了で消灯し 
ます。 

点な：フラッシュ OFF モード （>0 FF ) で点滅する 
ときは、暗すぎて雲出アンダーになると 
いう警告です。 
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いよいよち巧です 













4) シャッターボタン©を半押しす 
ると、ファインダー内のゾーン 
フォーカスランブ （ it おとみ） 
の一つが点なし、自動的にピン 
卜が合ったことと、撮影距離の 
目安を示します。 



5) シャッターボタンをさらに深〈 
静かに押し込むとシャッターが 
きれて撮影が終了し、同時にフ 
ィルムが 1コマ 分自動的に巻き 
上げられ、フィルム枚数計が 1 
コマ 進みます。 

* 撮影が終わったら、フラッシュを閉じて 
〈ださい。レンズが引っ込み、レンズカ 
バーが閉じて電源 OFF となります。 


シャッターボタン半巧しで、をラ 
ンプが点滅したときは： 

被写体が近すぎてピントが合わな 
いという警告です。 

シャッターボタン半押しで、ゾー 
ンフオーカスランプと同時に 4 
ランプが点なしたときは： 

AE 撮影では暗すぎるとき、または 
ぶ光などで画面中央が暗いとき、 

4 ランプが点灯して自動的にフラ 
ッシュ撮影に切替わります。 
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フイルムのかりごし寺 
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3) 裏ぶた⑩を開けてフィルムを取 
り出します。フィルムを出した 
らフラッシュを閉じてくださ 
し、。 レンズが引っ込み、レンズ 
カバーが閉じます。 


* ま全のため、巻き戻し中に誤ってシャッ 
ターボタンを}申しても、シャッターがき 
れないようになっています。 

* 撮影途中で巻き戻したいときは、途中卷 
き戻しモードの項をごらん〈ださい。 




このモードはフラッシュ自動発光の一般 t 最影と、日中 
フラッシュ撮影、夕、夜景の AE 撮影、露出補正による 
逆光撮影などに使用されます。電源を ON として t 最影モ 
ード切替えボタンり）を押すと、そのたびに4つのモー 
ドが順次点灯し循環します。 _ 

ち AUTO :—般撮影モード（フラッシュ自動発化） 

ろ ON :フラッシュ ON モード I 

ろ OFF :フラッシュ OFF モード' 

V 0 FF + 1.5 EV :露出補正モード' 

I _ 

* どのモードでも1コマ写すと基本の 4 AUT 0 (-酷撮影モード）に自 
動復帰しますが、モードを固定することもできます。 

* フラッシュ巧電中はモードの切替えができません。 




逆光や室内窓隙の人物、くもりや 
日陰の人物には、日中フラッシュ 
撮影が効果的です。人物もバック 
も共に巧るくきれいに写せます。 

1) モード切替えボタンり）を1回 
押すと、撮影表示パネルに SON 
のマークが現われ、フラッシュ 
加モードになります。 

2) 普通のフラッシュ撮影と同様に 
撮影して〈ださい。巧るいとこ 

ッシュが発光します。 


* 1カット撮影すると、一般撮影モードに 
自動復帰します。 

連続して日中フラッシュ撮影をしたいと 
きは、モードを固定できます。 


Se / sON 、 夕ちち厂 

i がが^ 


スローシャッターシンクロ 

フラッシュ ON モードで夕、夜景を 
バックに人物を写すと、スローシ 
ャッターシンクロとなり、暗い背 
景も共に明るく、雰囲気を生かし 
た美しい人物写真が写せます。 

* ス ローシャッター シンク□ではカメラぶ 
れをしやすいので云脚をご使用〈ださ 
い。 



スローシャツターシンクロ 





2 •ク ♦ をホのム[^|^ロラジシユ〇ドドモード) 



1) モード切替えボタンり）を2回 
押すと、撮影表示/《ネルに> 
OFF のマークが現われ、フラッシ 
ュ OFF モードになります。 

2) 日中 t 最影と同様に普通に撮影し 
て〈ださい。暗いところでもフ 
ラッシュは発光せず、 AE 撮影が 
できます。 


* 1カット撮影すると、一艘撮影モードに 
自動復帰します。 

連続してフラッシュなしの撮影をしたい 
ときは、モードを固定して〈ださい。 

* スローシャッター による握影でカメラぶ 
れをしやすいので云脚をご使用< ださ 
い。 


* シャッターボタンを半巧ししたとき、表 
ランプが点滅したら、暗すぎて露出不足 
のため写真が暗〈なるという警告です。 

1抄レ: i 上の長時間露出をしたいときは、 
タイム露出をして〈ださい。 




逆光などで人物よりバックが明る 
〈、 AE 撮影では人物が暗くなるよ 
うな場合、フラッシュを使わずに 
人物を明るく写すには、やや多目 
に露出をかける必要かあります。 
雰囲気を生かした自が光撮影のた 



めの露出補正機構です。 


3[1 


IC4 OFF +1.5 eV> 、 

———一 


\ 曲 

/ -— 



1) モード切替えボタン （1) を3回 
押すと、撮影表示パネルに> 
0 FF + 1.5 EV のマークが現われ露 
出補正モードになります。 

* モード切替えボタンり）をもう1回巧す 
と、一帳撮影モードに戻ります。 


2) このモードで撮影すれば約 1.5 
絞り多目に露出補正された AE 撮 
影がおこなわれ、明暗 コントラ 
ストの大きな被写体でも暗部を 
明るく写すことができます。 


* 1カット撮影すると、一般撮影モードに 
自動復帰します。 

連続して露出補正の撮影をしたいとき 
は、モードを固定してください。 




—モード f 旨示マーク 
シャッターボタン指示マーク 


この モー ドは連続 t 最影、セルフタイマー t 最影をおこな 
うときに使用しますが、撮影途中の巻き戻しにも使う 
モー ドです。 

電源を ON にして撮影モード切替えボタン (2) を押すと、 
そのたびに指示マーク»が移動して各モードを指し循 
環します。 

S :単写モード（通常撮影） 

C :連写モード（連続撮影） 

セルフタイマーモード 
♦ 

R :途中巻き戻しモード 
I 

* どの撮影モードでも1 コマ 写すと基本の単写モードに自動復帰し 
ますが、モードを固定することもできます。 

* R :途中巻き戻しモードの設をには特別な操巧が必要です。このモ 
—ドは固定できません。 






動きのある被写体のスナップな 
ど、次々と綿けてシャッターをき 
りたい場合、シャッターボタンを 
押したままで連続撮影ができま 
す。連写速度は1秒間にお2コマ 
です。 



1) モード切替えボタン（のを1回 
押すと、撮影表示パネルの 
が S 埋写）から C (連写）に移動 
し連写モードになります。 


2) 被写体に向けてシャッターボタ 
ンを押したままで、シャッター 
作動とフィルム送りを繰り返 
し、何コマでも連続撮影ができ 
ます。 

* フラッシュ撮影では、充電終了後次の撮 
影がおこなわれますから、間隔を置いた 
連続撮影となります。 

* 撮影表示パネルのフイルム給送 マー ク 
は、最後の1 コマ だけ表示され、フラッ 
シュ撮影時には毎回表示されます。 

* 一度指を雜すと 、 S (単写）モードに自動 
復帰します。何回も連続撮影をしたいと 
きは、モードの固定をしてください。 




2. セルフ タイマーち 反 (セルフタイマーモード) 







□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□ 
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□□□□□□□□□□ 

□ □□□□□□□□□□□0000000 
□ □ □ □ □ 



1) □□□□□□□□日。)□□□日 
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□ □)□□□□□□□ 
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D^DDDD 
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DrDDDD 

DrDDDD 
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□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□回 
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□回 
□ □□□□□ 

□ □ □ OSD □ □ FOsOD □□□□□□□□□□□□□□ 
D D D »□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 
DDDDDDDSETDDDDDD SELEOD □ □ □ □ □ 
DDDDDDDDDDDDDDDDD 
I 

□□□□□□□<•□□□□) 

丄 

l^DDDDDDDDDDDDD 

丄 

司 □□□□□□□□ 

丄 

INTDDDDDDDDDDDD 


□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 
□ □ □ 

□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 





このカメラには、設定した回数シ 
ヤツ ターボタンを巧す間、フィル 
ムは送られず、同一画面に多重露 
出のできる多重露出撮影モードが 
組み込まれています。 


1) まず 、 S (単写）モードになって 
いることを確認してください。 
もし、他のモードになっていた 
ら、撮影モード切替えボタン(の 
を押して > 印を S (単写）に合 
わせて〈ださい。 


2) FUNCT ボタンを1回巧すと、撮影 
表示パネルの> EP が ME (マルチ 
プル ■ エキスポージャー）を指 
し、フィルム枚数計に代わって 
露出回数のが点;威します。 


3) SET ボタンを押すごとに露出回 
数が点減したまま増えますか 
ら、希望の回数を選びます。 

39回まで設定できます。 



1 . マルチ 巧 B 1(ろを智研) 










4) 次に SELECT ボタンを押すと、露 
出回数の数字が点滅から点灯に 
変わり、露出回数が設定され、 
同時に争（シャツターボタン指 
示マーク）が現われます。設定し 
た回数の撮影ができます。 

* 撮影挺了でマルチ撮影モードはキャンセ 
ルされます。 

* 撮影回数設を後でも、撮影の途中でも、 
> AUTO 、>0 N . > OFF 、>0 FF + 1.5 EV のど 
のモードにも切替えができシャツターを 
きっても自動復掃しません。 


* S モードで設定した後、 C モード(連写） 
への切替えはできますが、撮影途中での 
切替えはできません。 

* 撮影表示パネルの回数表示は、撮影ごと 
に逆算されます。 

* 設定後のキャンセルは、フラッシュを閉 
にて〈ださい。 


* 多重露出撮影では、例えば都会の夜景を 
写した後、巧をに浮かぶお巧船を写し込 
むといったモンタージュ写真、あるいは 
暗いバックの前で、同に人物が一画面に 
何人もいるといったトリック撮影など、 
アイデアを生かした撮影ができます。 



2) FUNCT ボタンを 1 回押すと、撮影 
表示パネルの> EP が ME (マルチ 
プル ■ エキスボージャ ー） を指 
し、フィルム枚数計に代わって 
露出回数の？が点滅します。 



3) SET ボタンを押すことに露出回 
数が点減したまま増えます力、 
ら、希望の回数を選びます。39 
回まで設定できます。 

* 撮影表示パネルの回数表示は、撮影ごと 
に逆算されます。 



このカメラには、シャツターボタ 
ンを一度巧すだけで、連続して同 
一画面に設定した回数の多重露出 
ができる、マルチ撮影モードが組 
み込まれています。 



1) 撮影モード切替えボタン （2) を 
押して» Ef ] を C (連写）モード 
に合わせてください。 

* この操巧は、撮影回数設ををでもできま 
す。 


. マルチ巧2 







5) □□□□□□□□□□□□回 
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□ □□□□□□>□ □巧 □□ □□□□□□□□□□□□□ 
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□ □□□□<□)□□□□□□□ 







3) S 即 □□□□□□□□□□□ 
DDDDDDDDDDDDDD 
□ □□□□□□□□□(□□□) 
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. 责示モードのか 
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電池 マークが 1/2 白くなり、点滅 

を始めたら電池を交換してくださ 

い。 

使用電池はリチウム電池の CR 5 : 

6 V )1 コで、カメラ本体と才ート 

デート兼用の単一電源です。 

* 電おのを巧はフイルムが入っていないと 
き、フラッシュをスイングアップしたま 
まおこなってください。 

* 撮影の途中で電池マークが点滅をはじめ 
たら、そのまま最をまで撮影した後、電 
ミ也を交換して〈ださい。 

* 万一、撮影途中で電化マークが白〈なり 
シャッターがロックされても、途中巻き 
戻しはできます。 

* 電;'也を交換した後は、必ず才ートデート 
を調整して〈ださい。 



1) ル型のドライバーまたはストラ 
ップ取付け環のむ部で、上下2 
力所の電池室カバー止めねに〇 
をゆるめ、電池室カバー©をは 
ずし電池を取り出してください。 

* :夜晶パネル表示がすべて消灯するのを確 
認してから、新しい電ミ也を入れてくださ 
い。 

2) 正し〈電池を入れます。 

牛このときレンズカバーが作動します。作 
動しないときは、一度電池を入れ直して 
〈ださい。 



3) 電池室カバーをはめ込み、ねに 
で止めます。 


* 正し〈電池がセットされると、撮影表示 
パネルの 

① 才ートデートが 

•雑！ ,1の数字で点灯し、 

メインスイッチ ON で、 

② 1(電ミ也マーク） 

③ 4 AUTO (- 般撮影モード表示） 

④ 己（フィルム巧数計の数字） 

⑤ ^巧を指示するマーク） 

が点灯します。 





お 


ま 


お mm 半 IJ レ > ズシッタ—ズームレンズ付•才ートフォーカス AE カメラ自か'哥をえ^ 
のフラッシュ 巧 巧巧わ 式ホき上げをさちし 機構 的 巧 吃〇巧*自の多 ■巧 出、 
マルチ、インターバル、タイム巧出可能巧晶巧示け才ートデート 機構 丙 度 I レ 

_ンスカバー巧あ___ _ _ _ _ __, 


西面サイズ J 24 X 36 mm ( JI 35) ハ•トローネ入り 


f ■ ■ 

レンズ 

コニカズームレンズ 40 mmF 3.8 — 的™^ F 7.2( 7が8か巧ぶ）シーソーがボタン巧作 
でズー厶お R (無を階） 

\ —- - ■ — 

メインスイッチ 

メインスイッチ ON でフラッシュがスイングアッフし、レンズカバーが開き、シャッ 
夕一□ック稱除フラッシュを巧じるとレンズが広ちじ戾り、レンズカバーが閉じて 
シャッタ ーロック 

シャッター 

マイク ロ モータ ーが かブログラム巧子シャッ ター 1杉1/500が巧おレリーズ 
フラッシュ閉じ時.近巧巧速わ範囲か時.巧圧化下時.フラッシュホ充«時シャッ 
ター ロック 

ファインダー 

なホホブライトフレーム式ズームファインダー巧巧巧80%1•乂上巧巧： X 0 .化 ~ 
X 0.82 レンズのな,ち拒おま:かじさかして巧巧自れ巧搜才ートフォーカスフレー 
厶あ巧巧正マーク （0.6 m ) シャッターポタンキ巧して' AE、AF ロックゾーンフォ 
—カスランプ （ i 4 • W • A • &の4点）のいずれかが点 ! kT 0.6 ml ■义巧のレリーズロック 
時ホラ ンブお を、 フラッシュ自的切をえ時わよびフラッシュ ON モード時 > ランプ,ち 

1打、フラッシュ OFF モードてのイを巧な逢かお囲外の»告時 > ランブ点ぶフランシ 
ュホ充巧時は b ランブ点口■し充 W ま了て•消巧巧を巧巧装》け ■(+(). 5 D —— 2.5 D ) 

点 （M ffi 

A E 調苗 

ホかをまノンスキャン•アクティブ式自な焦点齿をが切式描お距苗！： 0.6 m — 〇〇 
シ ャ ッターボタン半巧して•フォーカスロック巧お 

SPD 受光巧子巧用ブログラム AE 中央ま.ち測光 +EVI .5 のを出補化装ち付 逆光 
巧知お能イ寸 

A E 連動巧囲 

ISO 100 : f = 40 mm EV 4 ( F 3.8 1 ~ EVI 8( F 22 1/500秒） f =80 mm EV 5.6( F 7.2 1 秒） 

~ EVI 8( F 30 1/350 が） EV 9.4~ EVI 1 .8 でフラッシュマチックじ有れ切巧え 




フイルムホホ 

DX フィルム巧用時：ほ〇 50 、 ISO 3200自かセット が DX フィル厶イま用時 ： ISO 

100 じ困定 

フィルム拾ぷ 

巧なモーターじよる巧れホ g ふた 閉して'スタートするオートローディング自かホ 
き上げフィルム巧了て•オートリターンをき巧し巧自助巧止を中をき巧しも巧能 

2コマ/巧のをお巧が巧お 

フィルム巧巧れ 

セ J レフタイマー 

厢巧;目れな元ホ巧晶パネルじ表示をきちし逆 31； 表 W 

巧す式イ卞か時巧：約1 0がカメラお面のホラン ブがを初の7 科•'向点灯した巧3げ 
町.ち;巧途中解除可■が 

フラッシュ 

スイングアッフのフランシュ巧化、手巧れ限巧のイを巧を時わよびぶ光時に自か発光 
するフラッシュマチック巧《 ホれ巧囲：（ほ〇100) 0.6 - 5 m 巧光 M 隔：巧3が 

フラッシュ ON モード、フラッシュ OFF モードに切巧え巧巧 

巧み操お 

を寒巧お巧わ.マルチ；最お （ 2 —39 回）、タイム巧出 （ 2げ ~ 99時阿） 

インターバルタイマー报 UK 10が、99時阿） 

« お表示パネル 

フィルムけがれ、ミスローディング時ネき巧し砖了時 g ぶた 閒だ[お示マーク フイ 
ルム給送巧示軍巧チ I ック オートデート表示 フラッシュ AUTO •フラッシ 
ュ ON •フラッシュ OFF •フラッシュ OFF + 巧出满正の4モード巧 1* 表示、を写-*ま 
写•セルフタイマ——►(途中ホき巧し）の4モード巧用巧示多重巧出ーマルチ W お 
ータイム巧出•インターバル W が-•特巧モード供除の4モート循巧巧示 

才ートデート 

，巧な巧でホデジタルウォソチ巧化西旧201 9年までの年ち日.日時み-写し么みな 
し•ち日キ.日ち年の5モードを巧巧 «おを示パネル下1さじ巧示写し込み巧認 
巧示イ寸日け、時まりはげ毋化まで拥お可•能 

操彩巧能を夕__^ 

■ 巧 

50%フラッシュ発化のとき：約30本 （24 か巧りフィルム） 

リ チウム巧;也 （2 CR 5:6 V ) 1コカメラ巧かと巧お情巧ま示、才ートデート巧示をホね 
る iii — 巧巧 

大きさ•■さ 

1 38.5 X 85.0 x 73. Ovn 485さ（巧ぶ込） 
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